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昔
懐
か
し
い
土
び
な
や
、
江

戸
や
明
治
、
大
正
時
代
の
貴
重

な
お
ひ
な
さ
ま
な
ど
も
展
示
し

ま
す
。
ぜ
ひ
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
上
矢
作
の
つ
ち
び
な
展
】

□
期
間　

４
月
３
日
㈫
ま
で

□
時
間　

午
前
９
時
―
午
後
５

時□
と
こ
ろ　

上
矢
作
コ
ミ
セ
ン

　
　

上
矢
作
コ
ミ
セ
ン
志
４
７

―
２
１
０
１（
月
曜
日
は
休
館
）

【
串
原
の
土
び
な
展
】　

□
期
間　

２
月
２
日
㈭
―
３
月

２７
日
㈫

□
時
間　

午
前
１０
時
―
午
後
９

時□
と
こ
ろ　

く
し
は
ら
温
泉
さ

さ
ゆ
り
の
湯

　
　

く
し
は
ら
温
泉
さ
さ
ゆ
り

の
湯
志
５
２
―
３
１
３
１
（
水

曜
日
は
休
館
）

【
大
正
村
お
ひ
な
ま
つ
り
】

段
飾
り
展
示

□
と
き　

２
月
１１
日
㈯
―
４
月

８
日
㈰

□
と
こ
ろ　

明
智
町
各
所

土
び
な
展
示

□
と
き　

３
月
１７
日
㈯
―
４
月

８
日
㈰
午
前
１０
時
―
午
後
４
時

□
と
こ
ろ　

明
智
文
化
セ
ン

タ
ー

着
物
ｉ
ｎ
大
正
村

□
と
き　

３
月
２５
日
㈰
午
前
１０

時□
と
こ
ろ　

明
智
文
化
セ
ン

タ
ー
、
大
正
村
資
料
館
、
大
正

ロ
マ
ン
館
、
大
正
時
代
館

□
料
金　

１
０
０
０
円
（
矢
が

す
り
着
物
の
レ
ン
タ
ル
は
２
０

０
０
円
／
日
）

　
　

㈶
日
本
大
正
村
志
５
４
―

３
９
４
４

【
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
市
の
土
び
な

展
】

土
び
な
展

□
と
こ
ろ
・
と
き　

▽
道
の
駅

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
市
・
山
岡
」

＝
２
月
２０
日
㈪
―
４
月
３
日
㈫

▽
手
作
り
の
店
＝
３
月
１
日
㈭

―
４
月
３
日
㈫

土
び
な
づ
く
り
実
演
＆
体
験

□
と
き　

２
月
２５
日
、
３
月
３

日
、
１０
日
（
土
曜
日
）
午
前
１０

時
―
午
後
３
時

□
と
こ
ろ　

道
の
駅
「
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
市
・
山
岡
」

お
節
句
茶
会

□
と
き　

４
月
３
日
㈫
午
前
１０

時
―
午
後
３
時

□
と
こ
ろ　

道
の
駅
「
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
市
・
山
岡
」

　
　

道
の
駅
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

市
・
山
岡
」
志
５
９
―
０
０
５

１【
第
１０
回
記
念
い
わ
む
ら
城
下

町
の
ひ
な
ま
つ
り
】

□
期
間　

３
月
３
日
㈯
―
４
月

３
日
㈫

□
と
こ
ろ　

岩
村
町
本
通
り
と

そ
の
周
辺
８０
カ
所

　
　

城
下
町
ホ
ッ
ト
い
わ
む
ら

（
町
並
み
ふ
れ
あ
い
の
舘
内
）

志
４
３
―
４
６
２
２

　

広
報
え
な
１
月
１
日
号
２６
㌻
に

掲
載
さ
れ
た
「
掛
川
市
と
災
害
時

相
互
応
援
協
定
を
締
結
」
の
記
事

を
見
て
、
素
晴
ら
し
い
こ
と
と
思

い
、
ま
た
安
心
し
ま
し
た
。

　

他
の
自
治
体
と
も
、
同
じ
協
定

を
結
ん
で
い
ま
す
か
。
東
北
の
震

災
で
は
、
協
定
を
結
ん
で
い
た
お

か
げ
で
、
地
震
の
２
日
後
に
「
お

に
ぎ
り
が
届
い
た
」
と
い
う
話
も

聞
き
ま
し
た
。

（
匿
名
・
串
原
）

　

他
の
市
町
村
と
相
互
に

協
力
す
る
体
制
が
あ
る

と
、
大
災
害
時
に
素
早
い
対
応
が

可
能
と
な
り
、
地
域
の
安
全
安
心

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

こ
の
応
援
協
定
で
は
、
大
災
害

時
に
食
料
や
飲
料
水
、生
活
用
品
、

被
災
者
を
救
出
す
る
た
め
の
資
材

提
供
、
復
旧
に
必
要
な
職
員
の
派

遣
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

静
岡
県
掛
川
市
と
の
協
定
は
、

平
成
元
年
に
、
当
時
の
静
岡
県

大お
お

須す

賀か

町
（
現
掛
川
市
）
と
岩

村
町
が
結
ん
だ
「
ゆ
か
り
の
郷
」

協
定
が
縁
で
締
結
。
両
町
に
は
、

１
６
９
７
（
元
禄
１０
）
年
に
横
須

賀
藩
主
の
孫
が
岩
村
藩
に
嫁
い
だ

歴
史
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
掛
川
市
の
他
に
、
愛

知
県
西
尾
市
と
福
井
県
越
前
町
と

同
様
の
協
定
を
締
結
し
て
い
ま

す
。
２
月
１５
日
に
は
、
静
岡
県
伊

豆
市
と
も
結
ぶ
予
定
で
す
。
こ
の

他
、
県
内
の
市
町
村
を
応
援
す
る

「
県
及
び
市
町
村
災
害
時
相
互
応

援
協
定
」
も
締
結
し
て
い
ま
す
。

　

自
治
体
間
の
応
援
協
定
の
他
に

も
、
市
内
で
、
食
料
な
ど
の
生
活

物
資
の
供
給
を
行
う
食
料
品
店
な

ど
と
の
協
定
や
、
道
路
の
災
害
復

旧
工
事
を
行
う
建
設
業
界
と
の
協

定
、
け
が
な
ど
の
患
者
を
救
護
す

る
医
療
機
関
と
の
協
定
、
電
気
や

ガ
ス
、
水
道
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
復
旧
を
行
う
協
定
な
ど
も
締

結
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
皆
さ
ん
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
い
ざ
と
い
う

と
き
の
た
め
の
準
備
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

（
防
災
情
報
課
）

　

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
。
男

の
子
の
子
育
て
に
は
、
不
安
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
。
お
母

さ
ん
た
ち
の
不
安
や
疑
問
を
解

消
す
る
講
座
で
す
。

□
と
き　

３
月
２
日
㈮
午
後
１

時
半
―
３
時

□
と
こ
ろ　

東
海
神
栄
電
子
工

業
（
大
井
町
）

□
対
象　

子
育
て
中
の
親
子
や

祖
父
母

□
料
金　

無
料

□
講
師　

前
田
弘
子
氏
（
ら

く
ー
な
助
産
院
長
）

□
そ
の
他　

６
人
ま
で
託
児
が

あ
り
ま
す
。

　
　

２１
世
紀
ク
ラ
ブ
（
三
田
）

志
０
９
０
―
８
４
７
５
―
２
５

５
３

　

パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ

が
開
催
す
る
、
３
月
期
講
座
の

受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

【
は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
】

□
と
き　

３
月
６
日
㈫
、
１３
日

㈫
、
２２
日
㈭
、
２７
日
㈫
午
前
９

時
半
―
１１
時
半
（
全
４
回
）　

□
内
容　

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
Ｘ
Ｐ

を
使
い
、文
字
入
力
や
マ
ウ
ス
、

キ
ー
ボ
ー
ド
の
使
い
方
な
ど
、

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
を
丁
寧

に
説
明
し
ま
す
。

【
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
や
っ
て
み
よ

う
講
座
】

□
と
き　

３
月
１
日
、
１５
日
、

２２
日
、
２９
日
（
木
曜
日
）
午
後

１
時
―
３
時
（
全
４
回
）

□
内
容　

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
Ｘ
Ｐ

を
使
っ
て
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
の

登
録
や
ツ
イ
ー
ト
、
フ
ォ
ロ
ー

を
体
験
し
ま
す
。

【
共
通
】

□
と
こ
ろ　

恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー 

□
定
員　

１８
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

□
料
金　

７
０
０
円
（
別
途
テ

キ
ス
ト
代
１
０
５
０
円
）

□
申
し
込
み
期
間　

２
月
９
日

㈭
午
前
１０
時
か
ら
開
講
日
前
日

ま
で
。初
め
て
受
講
す
る
方
は
、

２
月
２２
日
㈬
ま
で
に
申
し
込
め

ば
優
先
さ
れ
ま
す
。
再
受
講
者

の
受
講
の
可
否
は
、
２
月
２３
日

㈭
以
降
に
連
絡
し
ま
す
。

　
　
　
　

パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト

ク
ラ
ブ
志
０
９
０
―
４
２
６
５

―
９
７
２
７

　

今
か
ら
約
１
２
０
０
年
前
、

長
島
町
正
家
に
は
、
塔
や
金

堂
、
講
堂
を
持
つ
壮
麗
な
寺
院

が
あ
り
ま
し
た
。
塔
の
高
さ
は

３０
㍍
も
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
出
土
品
も
奈
良
三さ

ん

彩さ
い

の

つ
ぼ
や
塔
の
飾
り
な
ど
、
貴
重

な
も
の
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　

保
存
会
で
は
、
市
の
宝
で
市

内
で
た
だ
一
つ
、
国
の
史
跡
に

指
定
さ
れ
て
い
る
正
家
廃
寺

を
、
一
緒
に
守
っ
て
い
た
だ
け

る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

□
申
し
込
み
方
法　

長
島
町
ま

ち
づ
く
り
委
員
会
に
備
え
付
け

の
申
込
書
に
記
入
の
上
、
入
会

金
１
０
０
０
円
を
添
え
て
申
し

込
む

　
　
　
　

国
指
定
正
家
廃
寺
保

存
会
（
長
島
町
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
・
中
コ
ミ
セ
ン
内
）
志
２

５
―
１
２
８
５

　

い
ろ
い
ろ
な
鳥
獣
被
害
対
策
を

実
施
し
て
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い

ま
す
。
上
矢
作
に
は
、
鳥
獣
の
餌

場
と
な
る
区
域
の
計
画
が
あ
り
、

実
施
結
果
に
期
待
し
た
い
で
す
。

　

上
矢
作
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
で
、
大

船
山
周
辺
を
整
備
し
て
、
観
光
地

化
を
考
え
て
い
ま
す
。
新
た
な
提

案
と
し
て
、
現
在
、
閉
鎖
状
態
の

大
船
牧
場
を
第
二
の
餌
場
と
し

て
、
ク
リ
や
カ
キ
、
ド
ン
グ
リ
な

ど
と
、
サ
ク
ラ
や
ハ
ナ
モ
モ
、
モ

ミ
ジ
を
植
樹
。
人
間
と
サ
ル
な
ど

が
共
生
で
き
る
場
所
と
し
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。（

市
政
モ
ニ
タ
ー
）

　

上
矢
作
町
で
は
、
野
生

動
物
が
人
里
に
現
れ
、
農

林
産
物
へ
の
被
害
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
野
生
動
物
が
山

に
と
ど
ま
る
よ
う
、
本
年
度
か
ら

３
年
間
、大
船
牧
場
の
隣
接
地
で
、

自
然
再
生
に
よ
る
広
葉
樹
の
森
づ

く
り
を
行
い
ま
す
。

　

約
６
㌶
で
、
植
林
し
た
ヒ
ノ
キ

や
ス
ギ
を
伐
採
。
周
辺
か
ら
飛
ん

で
き
た
種
子
が
自
然
に
生
え
る
天

然
下
種
更
新
で
、
広
葉
樹
の
自
然

林
を
目
指
し
ま
す
。

　

気
候
や
土
壌
に
よ
り
生
育
に
適

す
る
樹
木
は
異
な
り
ま
す
。
そ
の

土
地
の
樹
木
を
増
や
す
こ
と
が
適

当
と
判
断
し
、
自
然
再
生
と
い
う

方
法
を
選
択
。
森
の
再
生
に
は
、

２０
年
以
上
要
し
、
結
果
は
長
い
目

で
見
守
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

大
船
牧
場
の
有
効
利
用
に
つ
い

て
は
、
今
回
の
意
見
も
含
め
て
検

討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
上
矢
作
振
興
事
務
所
）

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 申問　：問い合わせ　　：申し込み

▲風力発電の風車が立ち並ぶ
大船牧場

▲いわむら城下町ひなまつり
の見学に訪れる保育園児▲正家廃寺に残る塔の心礎

パ
ソ
コ
ン
の
３
月
期
講
座
の

受
講
者
を
募
集

性
の
違
い
に
ま
ご
ま
ご
し
な

い
講
座
を
開
催

恵
那
の
お
ひ
な
さ
ん
め
ぐ
り

『みんなの掲示板』は、皆さんが主催するイ

ベントや各種募集などを市内に周知するため

のコーナーです。（営利目的・宗教・政治に

関する掲載はできません）

□掲載の申し込み・問い合わせ　企画課広報

広聴係志２６-２１１１（内線３１９）

国
指
定
正
家
廃
寺
保
存
会
の

会
員
を
募
集

【
訂
正（
追
加
）】

　

本
紙
１
月
１
日
号
２７
㌻
の

「
輝
く
恵
那
人
」
の
文
中
５
行

目
の
「
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
は
、
派
遣
団
体
の

記
載
が
な
か
っ
た
た
め
「
独

立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
シ
ニ
ア
海
外

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
に
訂
正
（
追

加
）
し
ま
す
。

　
　

企
画
課
志
２
６
―
２
１

１
１
（
内
線
３
１
９
）

問

災
害
時
相
互
応
援
協
定

の
締
結
で
安
心
し
た

申
・
問

大
船
牧
場
を
鳥
獣
の
餌

場
に
し
て
は
ど
う
か

問

問

問 問

問申
・
問

問


